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宮﨑泰司: 3. 骨髄異形成症候群（MDS）B骨髄異形成症候群の治療プロトコール（宮脇修一, 中尾眞二監修, 清
井　仁, 宮本敏浩編集,白血病治療マニュアル(改訂第4版), 南江堂, 東京, p92-97所収）2020）

宮﨑泰司:［Topics］新しくなったJALSG (特定非営利活動法人 成人白血病治療共同研究機構) (谷口修一編集, 
ヘマトロジー2, クリニコ出版, 東京, p72-75所収) 2020

南谷泰仁, 宮﨑泰司, 下田和哉: 骨髄性腫瘍の病態はどこまで解明されたか　現状と今後の展望(座談会) ヘマト

ロジー 3号: 8-17, 2020

加藤丈晴, 今泉芳孝:【HTLV-1母子感染をもっと知ろう】HTLV-1関連疾患 成人T細胞白血病(ATL)の治療法と

予後. 周産期医学50(10): 1691-1693, 2020

山田悠一, 宮﨑泰司: 骨髄異形成症候群. 薬局71(10): 61-64, 2020

宮﨑泰司:［7. 血液・造血器疾患］骨髄異形成症候群(永井良三総編集, 今日の診断指針, 医学書院, 東京, p1100-
1102所収) 2020

藤岡真知子, 宮﨑泰司: エピゲノム薬（脱メチル化薬、IDH1/2阻害薬など）.　医学と薬学 77(2):195-204, 2020

坂本　光, 宮﨑泰司: 分子標的治療の実際（がん）- 造血器腫瘍. 臨床と研究 97(4): 413-417, 2020

宮﨑泰司: この論文に注目! Focus on（伊豆津宏二, 木崎昌弘, 坂田（柳元）麻実子, 柴山浩彦, 張替秀郎, 前田嘉

信, 宮﨑泰司編集, Hematopaseo, 凸版印刷, 東京, p46所収）2020

宮﨑泰司: 7. 急性骨髄性白血病 (2) 急性骨髄性白血病の分類. 日本臨床78(増刊号3)造血器腫瘍学(第2版): 417-421, 
2020

波多智子: [特集 血液疾患領域における抗体療法の進歩と現状]オーバービュー. 臨床血液61(8): 888-889, 2020

4



9 .

B-d
1 .

2 .

3 .

4 .

B-e-1
1 .

2 .

3 .

4 .

5 .

6 .

7 .

8 .

9 .

10 .

11 .

12 .

13 .

長井一浩, 泊　徳幸, 江川佐登子, 古賀嘉人, 今西大介, 都能克博, 近藤　徹, 松尾辰樹, 宮﨑泰司, 田中朝志: 地域医

療と輸血管理　離島地域における効率的な血液製剤運用の研究. 日本輸血細胞治療学会誌 66(2):253,2020

中島　潤, 榊　智佳, 北之園英明, 小林裕児, 加藤丈晴, 吉田真一郎: レナリミドを含む長期治療後にボルテゾミブ

＋シクロホスアミド大量療法による幹細胞採取が有効であった難治性多発性骨髄腫.日本輸血細胞治療学会誌 
66(2):383,2020

樋口真帆, 石川博士, 中島　潤, 加藤丈晴, 吉田真一郎, 三原裕美, 伊東正博: Galectin-9とFoxp3免疫組織化学染色に

よるATLLのmogamulizumab治療後のcutaneous adverse reactionsの再評価とリスク因子の検討. 西日本皮膚科 82(2): 
124,2020

樋口真帆, 石川博士, 榊　智佳, 千綿雅彦, 加藤丈晴, 吉田真一郎, 伊東正博: Subcutaneous panniculitis-like T-cell 
lymphomaの1例. 西日本皮膚科82(2):128,2020

渡辺華子, 小池雄太, 早稲田朋香, 福地麗雅, 岩永　聰, 山田悠一, 安東恒史, 今泉芳孝, 室田浩之: 多発皮膚腫瘤で

発症し、ATLLとの鑑別を要した原発性皮膚未分化大細胞リンパ腫の1例. 日本皮膚科学会雑誌 130(5): 1245, 
2020

中尾　匠, 山本和子, 田中　萌, 平山達郎, 田代将人, 田中健之, 高園貴弘, 西條知見, 今村圭文, 宮崎泰可, 森本浩之

輔, 森田公一, 有吉紅也, 迎　寛, 泉川公一, 今泉芳孝, 栗原慎太郎, 二口　充, 井上真吾, 福岡順也: 重症熱性血小板

減少症に合併した血球貪食症候群の検討. 感染症学雑誌 94(3): 433,2020

北薗誠也, 古賀嘉人, 中村浩哉, 川田麻世, 吉川千尋, 長井一浩, 永田　愛, 木下史子, 澤山　靖, 宮﨑泰司: 血漿交換

により生児を得たMN式血液型不適合妊娠の1例. 日本輸血細胞治療学会誌 66(1): 96, 2020

高比良飛香, 中村太裕, 芦澤和人, 田崎裕太郎, 江川亜希子, 山崎拓也, 上谷雅孝, 安東恒史, 今泉芳孝, 宮﨑泰司: 限
局期節外性NK/T細胞リンパ腫 鼻型2例の治療経験. Japanese Journal of Radiology 38(Suppl)79, 2020

波多智子: 血球減少の臨床～形態からゲノム解析まで～. 西彼杵医師会報 第117号；16-19, 2020

長井一浩, 泊　徳幸, 江川佐登子, 古賀嘉人, 今西大介, 都能克博, 松崎浩史, 近藤　徹, 松尾辰樹, 宮﨑泰司, 田中朝

志：島嶼地域における効率的な血液製剤運用の研究. 日本輸血細胞治療学会誌66(1):87,2020

廣橋伸之, 宮﨑泰司, 太田浩平: T19-02-022急性放射線症候群に伴う敗血症性免疫麻痺の病態解明 (放射線災害・

医科学研究拠点発行, 放射線災害・医科学研究拠点2019年度共同利用・共同研究課題 2019年度トライアングル

プロジェクト研究成果報告集, 広島, p198, p301-304，所収）2020

一戸辰夫, 稲葉俊哉, 神沼　修, 中田雄一郎, 宮﨑泰司: T19-02-017放射線誘発MDSの発症機序の解明 (放射線災

害・医科学研究拠点発行, 放射線災害・医科学研究拠点2019年度共同利用・共同研究課題 2019年度トライアン

グルプロジェクト研究成果報告集, 広島, p197, p283- 286, 所収) 2020

今西大介, 佐藤信也, 宮﨑泰司: 重点プロジェクト課題② 重2-36　原爆被爆者に発症する骨髄異形成症候群／骨

髄増殖性疾患の実態の解明 (放射線災害・医科学研究拠点発行, 放射線災害・医科学研究拠点2019年度共同利

用・共同研究課題2019年度トライアングルプロジェクト研究成果報告集, 広島, p15,p120，所収) 2020

今泉芳孝: 第Ⅲ章　悪性リンパ腫－治療の実際　2.治療レジメンと治療遂行上の注意点　1) VCAP-AMP-
VECP(mLSG15)療法/mogamulizumab 併用mLSG15療法.(飛内賢正, 木下朝博, 塚崎邦弘監修, 永井宏和, 山口素子, 
丸山　大編集,悪性リンパ腫治療マニュアル（改訂第5版), 南江堂, 東京, p296-300所収)2020

服部尚子, 小池雄太, 花谷祐未, 丸屋安広, 安東恒史, 室田浩之: 生体肝移植後に生じた移植後リンパ増殖性疾患の

1例. 西日本皮膚科 82(3): 227,2020

樋口真帆, 石川博士, 中島　潤, 加藤丈晴, 吉田真一郎, 三原裕美, 伊東正博, 室田浩之: Galectin-9とFoxp3免疫組織

化学染色によるATLL治療後のcutaneous adverse reactionsの再評価とリスク因子の検討. 西日本皮膚科 82(3): 
228,2020
山内俊輔, 斎藤益満, 長谷川寛雄, 佐々木大介, 渕上麻衣, 森　沙耶香, 鶴田一人、今泉芳孝, 宮﨑泰司, 柳原克紀: 
次世代HTLV-1クロナリティ解析法（RAIS1）の開発. 日本検査血液学会雑誌(学術集会号): S160, 2020

波多智子: 骨髄不全症候群における診断アプローチと治療の現状. 日本検査血液学会雑誌(学術集会号): S285, 
2020
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学会発表数

社会活動

木暮泰寛, 亀田拓郎, 古屋淳史, 上運天綾子, 吉満　誠, 野坂生郷, 今泉芳孝, 斎藤優樹, McClure Marni Siegel, 田畑

真梨子, 柴田龍弘, 高折晃史, 宮﨑泰司, 松岡雅雄, 白石友一, 小川誠司, Ye Hilda, 石塚賢治, 下田和哉, 片岡圭亮: 成
人T細胞白血病/リンパ腫の全ゲノムの様相(Whole-genome landscape of adult T-cell leukemia/lymphoma)(英語). 日本

リンパ網内系学会会誌60(Suppl):74, 2020

新山侑生, 古本嵩文, 加藤丈晴, 澤山　靖, 今泉芳孝, 蓬莱真喜子, 佐藤信也, 安東恒史, 波多智子, 大島孝一, 宮﨑泰

司：びまん性大細胞型B細胞リンパ腫に対する化学療法後に発症した血管免疫芽球性T細胞リンパ腫. 日本リン

パ網内系学会会誌60(Suppl): 91, 2020

小田那津子, 牧山純也, 上田彩夏, 中尾絵里奈, 岩根利菜, 冨永美希, 加藤丈晴, 吉田真一郎, 田中 圭: 病状説明前の

質問促進リスト(Question Prompt List, QPL)使用による造血器腫瘍患者の病状説明時の反応の変化. Palliative Care 
Research15(Suppl)S716, 2020

谷岡真司, 舩越康智, 大園恵梨子, 佐々木理代, 橋本邦生, 澤山　靖, 宮﨑泰司, 森内浩幸: 非血縁者間臍帯血移植を

行い寛解に至った全身性エリテマトーデスに合併した再生不良性貧血の1例. 日本小児血液・がん学会雑誌

57(4): 300, 2020

山崎文惠, 小林裕児, 加藤丈晴, 渡辺春香, 榊　智佳, 北之園英明, 三浦史郎, 吉田真一郎, 波多智子, 宮﨑泰司: 成人

ダウン症候群に発症したRUNX1/RUNX1T1融合遺伝子を有する急性骨髄性白血病. 臨床血液61(10):1516-1517, 
2020

一瀬将広, 安東恒史, 波多智子, 南谷泰仁, 蓬莱真喜子, 佐藤信也, 澤山　靖, 今泉芳孝, 宮﨑泰司: ダサチニブが奏

功したt(3;12)(q26.2;p13)付加的染色体異常を有する慢性骨髄性白血病の1例. 臨床血液61(10): 1523, 2020

桐野祐子, 安東恒史, 今泉芳孝, 蓬莱真喜子, 佐藤信也, 澤山　靖, 波多智子, 宮﨑泰司: エロツズマブ併用レナリミ

ド・デキサメタゾン併用療法が有効であった高齢者多発性骨髄腫. 日本老年医学会雑誌57(4): 522, 2020

宮﨑泰司・教授 専門委員
独立行政法人　医薬品医療機器総合機構
審査業務部

0 1 9 1 0 45

関　係　機　関　名氏名・職 委　員　会　等　名

宮﨑泰司・教授 長崎県指定難病審査会委員 長崎県

A-a A-b B-a B-b
シンポジウム 学会 シンポジウム 学会

宮﨑泰司・教授
Associate　Editor「International　of　
Hematology」

宮﨑泰司・教授 評議員

宮﨑泰司・教授 専門委員

宮﨑泰司・教授 九州地区代表協力医師

宮﨑泰司・教授 教育委員会　委員長

宮﨑泰司・教授 教育委員会プログラム企画委員会　委員長

宮﨑泰司・教授 評議員

資格認定試験委員会　副委員長

日本癌学会

日本血液学会

日本血液学会

宮﨑泰司・教授
長崎県保健医療対策協議会がん対策部会委
員

長崎県

日本血液学会

日本血液学会

日本内科学会九州支部

日本内科学会

日本内科学会

公益財団法人　日本骨髄バンク

公益財団法人　日本骨髄バンク

宮﨑泰司・教授 理事

宮﨑泰司・教授 評議員

宮﨑泰司・教授
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Editorial Board「Leukemia」

宮﨑泰司・教授 幹事

宮﨑泰司・教授
編集アドバイザー「Trends in 
Hematological Malignancies」

宮﨑泰司・教授 評議員

宮﨑泰司・教授 教育委員会　委員

波多智子・准教授 血液分野試験問題作成委員

波多智子・准教授 正会員

波多智子・准教授 評議員

波多智子・准教授 専門医認定委員会　委員

宮﨑泰司・教授 評議員

宮﨑泰司・教授 Editorial Board「BLOOD RESEARCH」

宮﨑泰司・教授 疫学部　顧問

宮﨑泰司・教授 九州免疫血液研究会　世話人

宮﨑泰司・教授 代表世話人

宮﨑泰司・教授 臨床研究部　顧問

宮﨑泰司・教授
シニア編集アドバイザー「PNH　
Frontier」

宮﨑泰司・教授

澤山　靖・助教 調整医師

宮﨑泰司・教授
Reviewer「Japanese Journal of Clinical 
Oncology（JJCO）」

宮﨑泰司・教授
Reviewer「Journal of Clinical and 
Experimental Haematology（JCEH）」

澤山　靖・助教 移植施設責任者

波多智子・准教授
長崎県社会保険診療報酬請求書審査委員会
委員

今泉芳孝・講師 評議員

宮﨑泰司・教授
長崎県緊急被ばく医療ネットワーク検討会
委員

宮﨑泰司・教授 骨髄異形成症候群（MDS）連絡会　顧問

今泉芳孝・講師 評議員

波多智子・准教授 教育企画委員会　委員

波多智子・准教授 編集委員会　委員「臨床血液」

佐藤信也・助教 在韓被爆者健康診断・相談事業

蓬莱真喜子・助教 調整医師

佐藤信也・助教 長崎市夜間急患センター運営協議会委員

佐藤信也・助教 調整医師

特定非営利活動法人　成人白血病治療共同研
究機構(JALSG）Japan Adult Leukemia Study 
Group

日本内科学会

日本血液学会

日本血液学会

日本血液学会

日本血液学会

MDS連絡会

公益財団法人　日本骨髄バンク

公益財団法人　日本骨髄バンク

長崎市

長崎県

公益財団法人　日本骨髄バンク

公益財団法人　日本骨髄バンク

日本HTLV-1学会

日本血液学会

社会保険診療報酬支払基金長崎支部

㈱メディカルレビュー社

Indolent Hematologic Malignancy研究会

長崎幹細胞移植研究会

九州免疫血液研究会

日本造血細胞移植学会

一般社団法人　日本がん治療認定医機構

公益財団法人　原子力安全研究協会

公益財団法人　長崎原子爆弾被爆者対策協議
会

財団法人　放射線影響研究所

財団法人　放射線影響研究所

The Korean Society of Hematology

Nature Publishing Group

㈱メディカルレビュー社

日本リンパ網内系学会

OXFORD　JOURNALS
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競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

加藤丈晴・助教 調整医師

宮﨑泰司・教授
国立研究開発法人　日本医療研
究開発機構

代表

調整医師

宮﨑泰司・教授
国立研究開発法人　日本医療研
究開発機構

分担

加藤丈晴・助教 調整医師

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担

宮﨑泰司・教授 厚生労働省 分担

加藤丈晴・助教

今泉芳孝・講師
国立研究開発法人　日本医療研
究開発機構

分担

宮﨑泰司・教授
国立研究開発法人　日本医療研
究開発機構

分担

宮﨑泰司・教授
国立研究開発法人　日本医療研
究開発機構

分担

澤山　靖・助教
国立研究開発法人　日本医療研
究開発機構

分担

宮﨑泰司・教授 日本学術振興会 代表

宮﨑泰司・教授 日本学術振興会 分担

今泉芳孝・講師 日本学術振興会 代表
基盤研究（C）
ATLに対する個別化治療：MTAPを指標とした
PRMT5阻害剤による治療の開発

基盤研究（A）
骨髄不全症候群における胚細胞変異および体
細胞変異の解明に基づく新規治療薬開発（研
究代表者：牧島秀樹）

基盤研究（B）
原爆被爆者の腫瘍性／非腫瘍性造血細胞にみ
られるゲノム異常の包括的解析

（革新的がん医療実用化研究事業）成人T細
胞白血病に対する移植後シクロフォスファミ
ドを用いた非血縁者間末梢血幹細胞移植法の
確立と移植後再発への対策に関する研究（研
究代表者：福田隆浩）

（革新的がん医療実用化研究事業）成人T細
胞白血病／リンパ腫の治癒を目指したHTLV-1
ウィルス標的樹状細胞ワクチン療法の確立・
薬事承認を目的とした第Ⅱ相医師主導治験
（研究代表者：末廣陽子）

（革新的がん医療実用化研究事業）急性骨髄
性白血病におけるPDXモデルで意義づけられ
た分子層別化システムの確立と臨床的実効性
と有用性の検証（研究代表者：清井  仁）

（次世代がん医療創生研究事業）大規模シー
ケンス解析に基づく、造血器腫瘍のゲノム、
エピゲノムにおける、空間的・時間的多様性
の研究 （研究代表者：小川誠司）

（革新的がん医療実用化研究事業）高齢者急
骨髄性白血病の化学療法が可能な症例に対し
て若年成人標準化学療法の近似用量を用いる
第Ⅱ相臨床試験：JALSG-GML219試験（研究代
表者：山内高弘）

（革新的がん医療実用化研究事業）t(8;21)
およびinv(16)陽性AYA・若年成人急性白血病
に対する微小残存病変を指標とするゲムツズ
マブ・オゾガマイシン治療介入の有効性と安
全性を評価する研究

厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等施
策研究事業（難治性疾患政策研究事業））特
発性造血障害に関する調査研究（研究代表
者：三谷絹子）

研　究　題　目

公益財団法人　日本骨髄バンク

公益財団法人　日本骨髄バンク

公益財団法人　日本骨髄バンク
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その他
　

今泉芳孝・講師 日本学術振興会 分担

糸永英弘・客員研究
員

日本学術振興会 代表

安東恒史・助教 日本学術振興会 代表

安東恒史・助教 日本学術振興会 分担

佐藤信也・助教 日本学術振興会 代表

氏名・職 職（担当科目）

波多智子・准教授 非常勤講師（被曝と健康）

宮﨑泰司・教授
公益財団法人　武田化学振興財
団

代表
特定研究助成
全ヒトゲノム配列で明らかにする放射線被ば
くの時間的経過とその結果

宮﨑泰司・教授
坂本　光・大学院生

大日本住友製薬株式会社 CDK9阻害剤の成熟T細胞リンパ腫に対する薬効薬理研究

宮﨑泰司・教授,
波多智子・准教授

シスメックス株式会社 人工知能技術を用いた血球画像解析の検討

関　係　機　関　名

佐藤信也・助教 非常勤講師（疾病論Ⅲ） 長崎市医師会看護専門学校

佐藤信也・助教 非常勤講師（疾病論Ⅲ） 長崎市医師会看護専門学校

長崎市医師会看護専門学校

長崎県立大学（シーボルト校）

長崎県立大学（シーボルト校）

今泉芳孝・講師 非常勤講師（被曝と健康）

安東恒史・助教 非常勤講師（疾病論Ⅲ）

若手研究（B）
DNAメチル化酵素の視点から治療関連白血病
のマイクロRNAの制御破綻を俯瞰する

若手研究
原爆被爆者に見られるクローン性造血の解析

基盤研究（C）
ATLに対する個別化治療：MTAPを指標とした
PRMT5阻害剤による治療の開発（研究代表
者：今泉芳孝）

若手研究
急性骨髄性白血病におけるDUSP4の役割と治
療応用

基盤研究（B）
ATLL及びB細胞性リンパ腫発症リスク評価・
判定法の開発（研究代表者：齋藤益満）
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